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第Ⅱ編

都市の更新・再生
プロジェクト 

情報・活力のまち

快適空間のまち

市民自治のまち

教育・子育てのまち

健康・福祉のまち

・橋梁の架け替え、補修
・都市機構・都営住宅の建替え等の
推進
・三鷹台団地建替えの地区計画制度
等の活用
・木造住宅密集市街地整備事業の推
進
・耐震改修促進計画の策定と推進
・学校施設、コミュニティ・センター
の防災拠点化の推進
・耐震補強工事の実施　等

・保育園の改修・建替えによる保育
定員の拡充

・保育園の耐震化の推進
・学童保育所の整備
・母子生活支援施設の建替え　等

・ファシリティ・マネジメントの推進
・市民センター周辺等の公共施設再
配置の検討

・公共施設等の計画的なリニューア
ルの推進　等

学習・文化のまち
・学校施設の耐震補強工事・改修工
事等の計画的な実施

・総合スポーツセンター（仮称）の
建設の検討・見直し

・文化施設の保全・活用
・コミュニティ・センター、地区公
会堂の保全・活用　等

・三鷹駅南口中央通り東地区再開発
事業の支援
・三鷹駅南口西側地区協同ビル建設
事業の支援
・三鷹駅南口西側中央地区協同ビル
建設事業の支援　等

・北野ハピネスセンター幼児部門の
移転の検討　等

循環・環境のまち
・新ごみ処理施設の整備
・三鷹市環境センターの適切な運営
・水道管（導水管、配水管、大口径給水管）
の取り替えによる耐震性の向上
・下水道再生計画（下水道地震対策整備
計画）の策定と推進
・下水道老朽管の調査と更新
・ポンプ場施設の計画的な設備更新
・東部処理区の流域下水道等への編入の
推進　等

平和・人権

健康・福祉

学習・文化

教育・子育て

情報・活力

循環・環境

市民自治

快適空間

【主な施策の関連図】

　三鷹市は、市制施行直後から、全国 2番目に開
設された公団住宅の建設のほか、道路、下水道、
学校等の整備など、急激な人口増加と都市化に対
応すべく社会資本整備を積極的に進めてきまし
た。そして、一定の社会資本整備が完了し、ハー
ド面では都市として「成熟期」を迎えたと言える
今日においては、既存の社会資本を有効に使いつ
つ、環境との調和を図りながら、ハード、ソフト
両面において「質的向上」をめざす21世紀型のま
ちづくりを進めていく段階にきていると言えま
す。
　そこで、公共施設の計画的な維持・保全を行う
「ファシリティ・マネジメント（注）」の確立に向
けた取り組みとともに、公共施設の整備と再配置
や、学校、コミュニティ・センター及び保育園等

の計画的な耐震化など、環境保全や経済性に配慮
した都市構造・都市空間の「更新・再生」に向け
た着実な取り組みを進めます。

（注）ファシリティ・マネジメント：企業や団体
などが所有する施設とその環境を最適に保つため
に、多面的な知識・技術を活用して効率的・効果
的に管理運営する活動をいいます。施設全体につ
いて、その配置や利活用も含め、総合的かつ経営
的視点に立つとともに、将来変化にも対応し得る
長期的視野に基づく取り組みを進めることが特長
です。また、施設の不具合が顕在化してから修繕
等を行う「事後保全」の対応ではなく、ファシリ
ティ・マネジメントでは計画的に対応する「予防
保全」の取り組みが重要とされています。

安全・快適・便利を未来につなげる、
都市の更新・再生プロジェクト(3)

既存の社会資本を有効に使いつつ、環境との調和を図りながら、ハード・ソフト両面に
おいて「質的向上」をめざす21世紀型のまちづくりをめざします。
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【主な施策の関連図】

　道路や公共施設などハード面での整備を進める
とともに、社会参加、情報、教育、文化、コミュ
ニケーション、人々の意識など、あらゆる分野で
バリアフリー化を進めます。
　道路や公共交通機関等のバリアフリーについて
は、総合的なバリアフリーの取り組みの出発点と
して策定した「バリアフリーのまちづくり基本構
想」に基づき、総合的な施策の展開を図ります。
すべての人の人権が尊重され、多様な人々がお互
い認め合える「心のバリアフリー」の実現に向け

ては、平和施策の展開、子どもの人権の尊重、男
女平等参画の推進などを進めるとともに、心の啓
発・広報活動の充実を図ります。また、情報バリ
アフリーの推進については、いつでも、どこでも、
誰でも情報通信技術を活用できる環境の整備をめ
ざすとともに、情報活用に関する体系的な講座の
実施等により、情報格差の是正を図ります。
　これらの取り組みの推進にあたっては、行政の
縦割りの施策展開をあらため、総合的な視点に
立って取り組みます。

すべての人がいきいきと暮らせる、
バリアフリーのまちづくりプロジェクト(4)

すべての人が、年齢や性別、障がいの有無や国籍などにかかわりなく、人権を尊重しあい、いきいきと
安心して暮らせるまちをつくるために、総合的なバリアフリーのまちづくりをめざします。

バリアフリーの
まちづくり
プロジェクト 

情報・活力のまち

快適空間のまち
教育・子育てのまち

健康・福祉のまち

平和・人権のまち

・バリアフリーの道路づくりの推進
・公園・緑地・緑道のバリアフリー
化の推進
・公共施設等のバリアフリー化の推
進
・住宅バリアフリー改修助成事業の
推進
・災害時要援護者の安全確保体制の
整備　等

・子どもの人権の尊重
・教育支援の充実
・学習援助と機会の保障　等

・情報格差の是正
・市ホームページの情報バリアフ
リー化
・公共施設のユビキタス環境の整備
と活用
・地域商店街のバリアフリー化の推
進
・バリアフリーのまちづくり重点整備
地区の整備
・中央通りモール化整備事業の推進      
　　　　　　　　　　　 等

・外国籍市民等にも暮らしやすいま
ちづくりの推進
・人権意識の総合的啓発
・あらゆる分野における男女平等参
画の推進　等

・心のバリアフリーの推進
・すべての市民に利用しやすいユニ
バーサルデザインの研究と推進
・利用しやすい福祉の移動手段の確
保　等

平和・人権

健康・福祉

学習・文化

教育・子育て

情報・活力

循環・環境

市民自治

快適空間
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子ども・子育て支援
プロジェクト 

情報・活力のまち

快適空間のまち

教育・子育てのまち

・公園・緑地の整備活用
・ 学校、幼稚園、保育園等の安全
対策の充実
・ 良好な住環境の整備　等

・三鷹子ども憲章（仮称）の制定と
憲章に基づく子ども施策の推進

・「子ども・子育てビジョン（仮称）」
の策定

・次世代育成支援行動計画 2010
の推進

・子どもからの相談体制の充実
・子育て支援施設等の整備
・保育園・学童保育所の充実
・虐待防止と親の心のケア
・子ども家庭支援ネットワークの推
進

・教育ビジョンの推進
・教育内容の充実
・地域との連携による学校教育の推
進

・小・中一貫教育の推進・充実
・地域子どもクラブ事業の拡充と学
童保育所の充実

・学校施設の耐震化と施設環境の整
備　等

・市民農園・学校農園等の充実
・農業公園の運営
・企業の子育て支援推進への働きか
け　等

学習・文化のまち
・総合型地域スポーツクラブの設置
と拡充
・市立アニメーション美術館の運営
の充実

・絵本館プロジェクトの推進
・みたかジュニアオーケストラの育
成支援　等

健康・福祉のまち
・心のバリアフリーの推進
・母子保健・医療等の推進　等

平和・人権のまち

・外国籍市民・児童・生徒等への支
援

・帰国児童・生徒への支援の拡充
・子ども自身の力を高めるプログラ
ムの普及　等

平和・人権

健康・福祉

学習・文化

教育・子育て

情報・活力

循環・環境

市民自治

快適空間

【主な施策の関連図】

　少子高齢化が進むだけでなく、都市化・核家族
化の進行した三鷹のようなまちの中では、子ども
を取り巻く環境は非常に厳しくなっています。児
童虐待や、いじめ・不登校・犯罪の低年齢化など
問題が多様化、深刻化しています。孤立した家庭
の中で子育てをする親の中には、親子や他者との
関係をうまく作れず、子育てに悩みを抱えている
状況があります。夫婦が共に職業を持つ家庭が増
え、保育園や学童保育所の待機児も増加していま
す。子育てや教育の問題について、自治体だけで
なく地域からの支援が求められています。
　このようなことから、子どもたちが健やかに成
長するためのまちの目標として、「三鷹子ども憲
章（仮称）」を制定するとともに、家庭・地域・学校・

保育園等が連携し、子どもの成長を支援するため、
「次世代育成支援行動計画2010」に基づく施策を
推進します。
　子ども家庭支援センターを中心とした相談ネッ
トワークの構築やファミリーサポート事業の充実
に努めるとともに、延長保育実施園の拡大など、
保育内容の充実を図ります。また、地域子どもク
ラブ事業の拡充など、子どもの居場所を拡充する
とともに、「総合的な学習の時間」の活用等もあ
わせて、地域の人々との連携を深め、地域のまな
ざしが子どもや親に注がれるまちをめざし、子ど
も・子育てに関する施策の重点化や施設の整備・
充実についての方向性を示す「子ども・子育てビ
ジョン（仮称）」を策定します。

健やかに育ち笑顔がきらめく、
子ども・子育て支援プロジェクト(5)

まちの未来を担う子どもたちが健やかに育つまち、
子どもを育む力のある地域社会の実現をめざします。
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協働のまちづくり
プロジェクト 

情報・活力のまち

快適空間のまち

市民自治のまち

学習・文化のまち

教育・子育てのまち

健康・福祉のまち
平和・人権のまち

・みちパートナー事業等の推進
・自主管理・公園ボランティアの支
援
・協働による緑化等の推進
・花と緑のサポート組織の設置
・国立天文台の地域開放の推進
・ 地区計画制度等の活用による良好
な住環境の整備
・防災コミュニティづくり
・安全安心・市民協働パトロール体
制の拡充　等

・地域子どもクラブ事業の拡充
・コミュニティ・スクールとしての学
校運営協議会設置の推進

・みたか子ども避難所の拡充　等

・三鷹ネットワーク大学との協働の
推進

・ボランティア・コーディネーター
の育成

・総合型地域スポーツクラブの設置
と拡充
・スポーツ・レクリエーション施設の
市民管理方式の導入

・（株）東京スタジアム、FC 東京と
の連携

・市立アニメーション美術館の運営
の充実　等

・自治基本条例の普及・啓発
・市民参加の推進やＮＰＯ等市民活
動支援のあり方の検討

・市民協働センターの運営
・NPO 等市民活動助成制度の拡充
の検討

・まちづくり総合研究所事業の推進
・ワークショップ型市民参加の推進
・公共施設等における市民管理方式
の推進

・コミュニティ活動の新たな展開に
向けた活動の支援

・地域再生計画の推進
・知的資源の活用の推進
・積極的な情報公開・情報提供等の
推進

・協働コールセンターの検討・設置
 等

・地域ＳＮＳの構築
・ICT人財の育成
・ IＣT を活用した市民参加の促進
・都市型農業の地域との交流促進
・NPO 活動・コミュニティ・ビジネ
スの支援　等

循環・環境のまち
・環境保全に関する市民・事業者・
ＮＰＯ等との連携の強化
・ごみ問題に関する啓発活動の推進
・雨水浸透ますの設置の促進
・環境配慮制度に基づく雨水利用設
備の設置の誘導　等

・みたか国際化円卓会議の充実
・外国籍市民等の地域活動参加への
支援　等

・第三者評価事業の推進・支援
・高齢者生きがい活動の充実
・ 市民参加による健康な地域づくり
活動の推進　等平和・人権

健康・福祉

学習・文化

教育・子育て

情報・活力

循環・環境

市民自治

快適空間

【主な施策の関連図】

　計画策定への市民参加、公共施設等における市
民管理方式の推進など、市民と行政の協働による、
三鷹独自の新しいまちづくりを進めています。ま
た、介護保険制度の施行に伴う福祉分野への民間
企業の参入やNPOの活動の活発化にみられるよ
うに、従来は自治体だけが主に実施してきた「公」
の分野で、様々な主体による事業実施が進められ
ています。協働を積極的に推進するための制度や
仕組みを確立し、パートナーシップを基調とした
多様な市民参加と協働のまちづくりが求められて
います。
　このようなことから、自治基本条例に基づき、
市民自治による協働のまちづくりの推進を図ると
ともに、市民協働センターについて、協働型社会

を推進するネットワークの拠点施設としての機能
の充実をめざします。また、コミュニティの活性
化をめざし、これまでの住民協議会の活動を踏ま
え、町会・自治会等地域組織の活動の活性化を支
援します。さらに、地域に新しい働きを生み出す
コミュニティ・ビジネスの支援等の検討などを行
います。
　三鷹らしいまちづくりを進めるために、住民
協議会や、みたか市民プラン21会議等での経験を
もとに、プランづくりにおける市民との協働や、
事業実施の際の市民、NPO、事業者等との協働、
事業の評価や計画の見直しについての市民参加を
推進します。

ともに信頼し責任を担う、
協働のまちづくりプロジェクト(6)

計画の策定、実施、評価、見直しなどを、
市民と行政の協働によって進めるまちづくりをめざします。
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ユビキタス・
コミュニティ推進
プロジェクト 

情報・活力のまち

快適空間のまち

市民自治のまち

学習・文化のまち

教育・子育てのまち

健康・福祉のまち

・緑と水の情報ネットワークの構築
・親子安心システムの構築
・防災無線（地域系）の更新
・防災情報システムの整備　等

・インターネットを活用した子育て相
談の充実

・情報・科学教育の充実
・IＣT を活用した特色ある学習環境
整備の検討

・教育ネットワークの充実　等

・生涯学習情報システムの充実
・三鷹ネットワーク大学との協働
・ 図書館の情報拠点化とＩＣタグの活
用

・スポーツ情報予約管理システムの
運用　等

・積極的な情報公開・情報提供等の
推進

・ IＣT を活用した市民参加の促進
・ 入札制度の改善
・ 市税等の納付機会の拡大
・ IＣT 人財の育成　等

・ユビキタス・コミュニティ推進基
本方針の策定と事業の推進
・市ホームページの情報バリアフ
リー化
・行政手続の電子化の促進
・行政内部の電子化・情報化
・ICT基盤の整備の促進
・情報格差の是正
・情報セキュリティの確保
・民間活力の活用
・情報関連産業の育成・誘致
・電子商店街「みたかモール」運営
の支援
・経営強化に向けた情報化・国際化
等の支援　等

・相談・情報提供におけるインター
ネット等の活用
・社会保障カード（仮称）導入の検
討

・国民健康保険税の納付機会の拡大
・徘徊高齢者等位置探索システムの
充実　等平和・人権

健康・福祉

学習・文化

教育・子育て

情報・活力

循環・環境

市民自治

快適空間

【主な施策の関連図】

　市では、SOHO パイロットオフィス実証実験
事業や、㈱まちづくり三鷹の設立と三鷹産業プラ
ザの建設、学校インターネット構想の展開など、
ICT（情報通信技術）を活用したまちづくりを積
極的に進めてきました。今後も、国の新たな施策
の動向なども踏まえつつ、ICT を活用したまち
づくりを、地域社会のさらなる活性化につなげて
いくことをめざしています。一方、情報社会の進
展は、情報の利活用における格差を顕在化させる
とともに、情報セキュリティの確保が求められて
います。
　このようなことから、「地域情報化計画」を見直
し、「いつでも、どこでも、誰でも」が、ICTの
活用により、豊かさ、便利さ、楽しさを実感でき
る地域社会（ユビキタス・コミュニティ）（注）の
実現をめざす「ユビキタス・コミュニティ推進基

本方針」を定め、電子総合窓口の推進による市民
サービスの向上や市業務の効率化をめざした電子
自治体の構築を進めるとともに、情報セキュリティ
マネジメントシステムの整備と運用を図ります。
　また、誰でも ICTを利用できるユビキタスネッ
トワークの実現をめざすとともに、情報活用に関
する体系的な講座の実施等により、情報格差の是
正を図り、情報バリアフリーの実現に努めます。

（注）ユビキタス （ubiquitous）：ラテン語を語源
とする英語で「どこでも」「あらゆるところに」
という意味。日本では、国の「e-Japan 戦略」の
後継戦略である「IT新改革戦略」において、「い
つでも、どこでも、何でも、誰でも」が使える、
情報格差のない ICT インフラの整備を内容とし
たユビキタス化の推進がうたわれています。

いのち・しごと・くらしが輝く、
ユビキタス・コミュニティ推進プロジェクト(7)

めざましく発達する情報通信技術を積極的に活用して、
市民生活をより快適で質の高いものにすることをめざします。
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